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□ 第１６１号 ２０１０年 ８月 １１日（水）発行 埼 玉 労 山

夏山の遭難事故報道の中から

奥秩父・滝川での三重遭難事故と北海道ヌカピラ岳ツアー登山事故

――記記事事訂訂正正ののおお知知ららせせーー

埼埼玉玉労労山山 NNOO116600 号号 １１ｐｐ

【記念講演会と記念レセプション】

通訳 大和田英子氏の紹介で早稲田大

学準教授とありましたが誤りで、正式

には早稲田大学教授です。訂正をお願

いします。本当にすみませんでした。

救助隊 搬出訓練学習会と

鷹の巣沢訓練報告

日時 ７月２５日「東日原駐車場」

午前７：００集合

場所 奥多摩山域「鷹ノ巣谷」遡行

参加者

隊長：徳重博文・安田秋雄・佐々木奎吾

浅見政人・若木由和 ５名
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事
務

事
前
に
学
習
会
を
７
月
１

２
日
（
月
）
に
浦
和
パ
ル
コ1

0

Ｆ
会
議
室
で
開
催
。
参
加
者
は

９
名
で
学
習
内
容
は
２
５
日
の

沢
搬
出
訓
練
（
鷹
ノ
巣
山
）
で

の
救
助
に
つ
い
て
、
チ
ロ
リ
ア

ン
ブ
リ
ッ
ジ
で
の
ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
で
引
き
込
み
に
よ
る
固
定
、

Ｉ
Ｄ
に
よ
る
固
定
、
ス
ト
ッ
パ

ー
の
使
い
方
、
プ
ー
リ
ー
に
よ

る
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
を
吊
る
す
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
確
保
で
の
ム
ン

タ
ー
ヒ
ッ
チ+

マ
リ
ナ
ー
ズ
ヒ

ッ
チ
…
の
学
習
を
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
徳
重
救
助
隊
長
よ
り

7

月1
0

日
、11

日
の
救
助
隊
出

動
の
簡
単
な
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
（
尾
手
）

【
訓
練
実
技
】

活
動
内
容
の
変
更

稲
村
岩
付
近
の
沢
に
て
チ
ロ
リ

ア
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
シ
ス
テ
ム
作

り
、
「
引
き
上
げ
」
「
引
き
下

ろ
し
」
の
訓
練
を
す
る
予
定
が

メ
ン
バ
ー
が
足
り
ず
、
鷹
ノ
巣

谷
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

【
記

録
】

朝
、
７
時
に
鷹
ノ
巣
谷
登
山

口
下
「
駐
車
場
」
集
合
す
る
。

徳
重
隊
長
よ
り
、
活
動
予
定

の
話
を
聞
く
。
３
～
４
時
頃
雷

雨
注
意
報
が
出
て
い
ま
す
。
来

る
、
来
な
い
に
関
わ
ら
ず
、
大

滝
付
近
ま
で
遡
行
し
て
、
登
山

道
（
エ
ス
ケ
ー
プ
）
に
出
て
下

山
し
ま
す
。

装
備
を
整
え
て
出
発
、
鷹
ノ

巣
山
登
山
口
の
看
板
を
見
て
日

原
川
に
５
０
ｍ
程
下
る
と
右
岸

に
鷹
ノ
巣
谷
の
出
合
い
が
あ
る
。

浅
見
さ
ん
が
ト
ッ
プ
で
進
む
、

水
量
も
昨
日
の
雨
で
多
い
よ
う

だ
、
瀞
場
も
流
れ
が
強
い
叉
、

小
滝
も
シ
ャ
ワ
ー
と
言
う
よ
り

か
な
り
水
流
、
こ
の
暑
さ
危
険

も
な
く
、
冷
た
さ
が
気
持
ち
い

い
、
夏
場
最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

と
思
わ
れ
る
。

２
０
ｍ
あ
る
大
滝
の
下
部
に

着
い
た
、
ロ
ー
プ
を
だ
し
て
浅

見
さ
ん
が
リ
ー
ド
で
進
む
、
全

員
が
上
部
に
た
っ
た
。
途
中
に

も
旧
ワ
サ
ビ
田
が
あ
っ
た
が
、

こ
こ
に
も
多
く
の
旧
ワ
サ
ビ
田

が
あ
る
、
石
組
な
ど
も
し
っ
か

り
し
て
お
り
、
い
つ
頃
ま
で
作

業
を
し
て
い
た
の
か
叉
、
相
当

き
つ
い
仕
事
で
あ
っ
た
か
想
像

が
つ
く
。
こ
の
辺
に
あ
る
は
ず

の
作
業
道
を
確
認
し
た
が
見
つ

か
ら
な
い
、
仕
方
な
く
大
滝

（8
5
0
m

）
ま
で
戻
り
安
田
さ
ん

ト
ッ
プ
で
登
山
道
（
１
，
２
２
？

ｍ
）
目
指
し
取
り
つ
い
た
、
平

均
斜
度
（
３
０
°
強
）
傾
斜
の

強
い
所
は
３
５
°
近
く
あ
る
と

思
わ
れ
る
が
か
な
り
き
つ
い
。

３
～
４
時
頃
が
１
２
時
前
に

遠
く
で
「
ゴ
ロ
ゴ
ロ
」
は
じ
ま

り
、
登
山
道
に
着
い
た
時
に
は

雷
は
近
く
大
粒
の
雨
が
降
り
出

し
、
昼
食
も
「
そ
こ
そ
こ
」
に

下
山
す
る
。

状
況
に
よ
り
最
後
ま
で
詰
め

ず
に
、
エ
ス
ケ
ー
プ
の
重
要
性
、

判
断
の
難
し
さ
を
改
め
て
知
ら

さ
れ
た
。
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１）遭難救助と防災へり墜落、他

２）県民クリーンハイク報告（中部ブロック）、女性担当者会議、

３）登山学校 ７月講座「登山と運動生理学」を終えて

４）岩ネット 那須・井戸沢報告、他

５）加盟団体の動き、山の雑記帳、夏山計画、他

６）理事会報告、お知らせ、他

今
年
も
夏
山
の
遭
難
事
故
が
多
発
し
て
い

る
中
、
皆
さ
ん
が
報
道
で
知
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
７
月
２
５
日
に
東
京
都
勤
労
者
山
岳
連
盟

主
催
の
沢
登
り
ネ
ッ
ト
に
参
加
し
て
い
た
会

員
が
、
奥
秩
父
・
滝
川
本
流
遡
行
中
に
滝
つ
ぼ

に
転
落
し
、
仲
間
が
救
出
し
心
肺
蘇
生
を
し
て

も
息
は
戻
ら
ず
、
救
助
要
請
。

救
助
要
請
を
受
け
、
現
場
に
き
た
防
災
へ
り

が
墜
落
。
ま
た
、
数
日
後
取
材
に
き
た
日
本
テ

レ
ビ
記
者
の
遭
難
事
故
と
三
重
遭
難
が
お
き

て
し
ま
い
ま
し
た
。

事
故
の
総
括
に
は
時
間
が
か
か
る
と
お
も

い
ま
す
が
、
情
報
が
入
り
次
第
、
埼
玉
労
山
で

も
事
故
分
析
し
、
事
故
防
止
に
役
立
て
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
事
故
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

埼
玉
県
勤
労
者
山
岳
連
盟

理
事
会

中
高
年
登
山
者
の
遭
難
事
故

ハ
イ
ペ
ー
ス
で
増
加

今
、
中
高
年
登
山
者
の
事
故
が
ハ
イ
ペ
ー
ス

で
増
加
傾
向
に
あ
り
、
全
国
連
盟
で
は
夏
山
を

前
に
緊
急
ア
ピ
ー
ル
を
出
し
て
訴
え
る
程
！

警
察
庁
に
よ
る
と
、
昨
年
度
の
遭
難
事
故
の

概
要
と
状
況
は
事
故
件
数
（
１
６
７
６
件
）

事
故
者
数
（
２
０
８
５
名
）
死
亡
行
方
不
明
者

（
３
１
７
名
）
と
過
去
最
高
で
道
迷
い
や
転

倒
・
滑
落
等
を
中
心
と
し
て
、
遭
難
者
の
７
５
％

以
上
は
４
０
歳
以
上
の
中
高
年
登
山
者
だ
っ
た

と
発
表
。
６
０
歳
以
上
の
重
大
事
故
が
目
立
つ

よ
う
で
す
。 

救
助
活
動
中
の
埼
玉
防
災
ヘ
リ
墜
落
と 

 
 
 
取
材
の
日
テ
レ
記
者
三
重
遭
難 
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県
民
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク 

報
告 

寄
居
・
鐘
撞
堂
山
集
中 

６
月
６
日 

６
団
体 

４
８
名
参
加 

 

2010 年 

全国ハイキングリーダー学校のご

案内 

日時：2010 年 9 月 18 日 14：00～ 

20 日 10：30 

場所：群馬県・湯檜曽温泉 もちや旅館 

      現地集合・解散 

参加費：2 万 2 千円（2 泊 5 食） 

主催：日本勤労者山岳連盟（ハイキング委員会） 

申し込み先：03-3260-6331 Fax033235-4324 

      全国連盟 石川 

第 13 回 労山自然保護講座 

秋季特別講座の案内 

●日程＝2010 年 9 月 11 日（土）～12 日（日） 

●場所＝三伏峠～塩見岳周辺 

●参加費用＝無料（交通費、小屋宿泊費は実費） 

●テーマ「南アの高山植物のシカ被害実態調査」 

●講師・案内＝鵜飼一博氏 

（静岡県西部農林事務所勤務）南アルプス高山植

物保護ボランティアネットワーク事務局、日本高

山植物保護協会員 

 

【
実
施
コ
ー
ス
】 

①
元
宿
～
鐘
撞
堂
山
（
大
宮
） 

②
大
正
池
～
鐘
撞
堂
山
（
浦
和
、

く
ま
ざ
さ
、
ハ
イ
ジ
） 

③
桜
沢
～
鐘
撞
堂
山
（
北
本 

岩
つ
ば
め
） 

３
コ
ー
ス 

＊
帰
路
は
円
良
田
湖
～
羅
漢
山

～
少
林
寺
～
寄
居
駅 

 

 

【
参
加
団
体
名
と
参
加
者
数
】

大
宮
勤
労
者
山
岳
会 

１
２
名 

浦
和
く
ま
ざ
さ
山
岳
会 

７
名 

北
本
山
の
会 

 
 
 
 

９
名 

ハ
イ
ジ
ア
ル
ペ
ン 

 
 

９
名 

浦
和
山
の
会 

 
 
 
 

９
名 

登
攀
ク
ラ
ブ
岩
つ
ば
め 

２
名 

 

合
計 

６
団
体 

 

４
８
名 

 

【
ゴ
ミ
量
】 

①
飲
料
用
缶
（
０
ｋ
ｇ
）
②
ビ

ン
（
０
．
５
ｋ
）
③
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
（
０
ｋ
ｇ
）
④
可
燃
：
ビ

ニ
－
ル
、
紙
等
（
３
ｋ
ｇ
）
⑤

不
燃
、
リ
サ
イ
ク
ル
不
可
の
古

い
缶
、
そ
の
他
（
０
・
２
ｋ
ｇ
） 

 

合
計 

３
．
７
ｋ
ｇ 

  

【
ゴ
ミ
処
理
場
所
と
対
応
】 

寄
居
町
、
円
良
田
湖
畔
末
野
４

区
ゴ
ミ
置
き
場
、
寄
居
町
の
生

活
環
境
課
、
末
野
４
区
の
区
長

さ
ん
、
と
も
に
気
持
ち
よ
く
協

力
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

【
特
記
事
項
と
し
て
】 

 

＊
ゴ
ミ
の
散
乱
、
不
法
投
棄

の
状
態 

 

登
山
道
に
は
ご
み
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
拾
っ

た
可
燃
ご
み
の
ほ
と
ん
ど
は
、

寄
居
駅
か
ら
登
山
口
ま
で
の
町

内
で
拾
っ
た
も
の
で
す
。 

 

＊
登
山
道
の
状
態 

 

上
記
①
コ
ー
ス
は
、
２
．
５

万
分
の
１
の
地
形
図
に
あ
り
、

町
の
観
光
案
内
に
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
し
っ
か
り
し
た
踏
み
跡

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
上
記
③
コ

ー
ス
と
下
山
コ
ー
ス
は
２
．
５

万
分
の
１
の
地
図
に
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
観
光
案
内
に
あ
っ
て

道
も
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。 

山
、
沢
の
荒
れ
の
状
態
は
特
に

あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 

＊
交
流
の
取
り
組
み 

親
子
ハ
イ
キ
ン
グ
が
あ
っ
て
頂

上
は
混
雑
し
て
い
て
、
頂
上
近

く
で
実
施
し
た
。
内
容
は
昼
食

料
理
の
お
す
そ
わ
け
、
各
会
の

紹
介
、
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動

報
告
や
予
定
、
井
芹
全
国
連
盟

副
理
事
長
の
遭
難
防
止
の
呼
び

か
け
な
ど
。 

＊
宣
伝
の
取
り
組
み 

ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
実
施
中
を
知

ら
せ
る
ゼ
ッ
ケ
ン
着
用
。 

＊
そ
の
他 

大
宮
勤
労
者
山
岳
会 

岡
野 

和
夫 

記 

（
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
長
） 

      

                    

 

全
国
連
盟
事
務
所
に
二
十

三
団
体
（
青
森
か
ら
沖
縄
）

約
四
十
二
名
が
集
ま
り
ま
し

た
。 地
方
連
盟
、
各
単
位
団
体 

か
ら
の
活
動
報
告
か
ら
始
ま

り
女
性
会
員
の
事
故
の
概
要

は
資
料
を
基
に
説
明
が
あ
り
、

こ
の
事
を
持
ち
帰
り
話
し
合

っ
て
欲
し
い
旨
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。 

石
田
良
恵
氏
か
ら
事
故
を

防
ぐ
為
、
体
力
を
維
持
及
び

鍛
え
る
為
の
「
山
筋
ゴ
ー
ゴ

ー
体
操｣

(

案)

が
出
さ
れ
、
皆

で
行
い
ま
し
た
。 

登
山
教
室
、
学
習
会
の
取 

 

 

り
組
み
の
報
告
な
ど
が
あ
り 

女
性
の
パ
ワ
ー
が
溢
れ
、
東 

京
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
員
の 

シ
シ
ャ
パ
ン
マ(

8
0
1
2
m
)
 

登
頂
の
報
告
で
更
に
盛
り
上

り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
(

女
性
委
員)

 
 

           

中部ブロック 

２９期 

 全国女性担当者会議  開催される 

     期 日  ６月２６日～２７日 

     場 所  全国連盟事務所    
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□   第１６１号   ２０１０年  ８月 １１日（水）発行                  埼  玉  労  山   

【
登
山
と
運
動
生
理
学
】
を
終
え
て 

登山学校 第２回 

登山と運動生理学 

７月３日…机上講座 

 カルタスホール 

     37 名 

７月４日…実技講座 

 白谷沢～棒の折山 

     37 名 

 

 

 

平
成
二
十
二
年
七
月
三
日
は

「
登
山
と
運
動
生
理
学
」
の
机

上
講
習
で
し
た
。
目
的
は
「
体

組
成
・
体
力
測
定
と
バ
ラ
ン
ス

の
訓
練
を
実
施
し
、
自
分
の
身

体
と
体
力
を
自
覚
す
る
と
と
も

に
バ
ラ
ン
ス
の
要
領
を
学
び
安

全
登
山
に
備
え
る
」
で
し
た
。

こ
の
日
は
、
最
高
気
温
３
１
℃

で
あ
り
湿
度
の
高
い
日
で
し
た
。

午
前
中
は
室
内
で
、
体
組
成
測

定
や
握
力
・
上
体
起
し
な
ど
の

体
力
測
定
が
行
わ
れ
、
午
後
か

ら
は
北
浦
和
公
園
に
て
幅
跳

び
・
反
復
横
と
び
や
、
ザ
ッ
ク

に
１
５
ｋ
ｇ
の
水
を
入
れ
て
ボ

ッ
カ
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

湿
度
と
暑
さ
に
よ
り
、
い
つ
も

よ
り
体
力
の
消
耗
が
早
い
と
い

う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。 

翌
日
、
七
月
四
日
の
実
技
講

習
は
棒
ノ
折
山
で
し
た
。
目
的

は
「
呼
吸
法
・
心
拍
数
・
行
動

食
＆
水
分
補
給
等
を
実
際
の
山

行
で
学
び
約
五
時
間
の
行
程
を

体
験
す
る
」
で
す
。
朝
か
ら
晴

れ
て
お
り
日
差
し
は
強
く
、
予

想
最
高
気
温
は
３
０
℃
を
超
え

て
い
ま
し
た
。
そ
の
為
、
体
調

管
理
は
必
須
で
し
た
。 

さ
わ
ら
び
の
湯
バ
ス
停
に

て
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
準

備
体
操
を
行
い
ま
し
た
。 

登
山
の
概
要
：
①
筋
肉
を
動
か

す
に
は
酸
素
が
必
要
で
あ
り
、

腹
式
呼
吸
を
心
が
け
る
。 

②
マ
イ
ペ
ー
ス
で
歩
く
。
適
宜
、

心
拍
数
を
測
定
し
、
自
己
体
力

を
確
認
す
る
。 

③
水
分
・
栄
養
補
給
や
塩
分
補

給
を
ま
め
に
行
う
こ
と
。 

班
ご
と
に
白
谷
沢
登
山
口

へ
出
発
し
ま
し
た
。
私
は
体
力

を
つ
け
る
目
的
で
、
前
回
の
大

平
山
同
様
、
軽
量
化
も
せ
ず
に

５
０
０
ｍ
ｌ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

四
本
に
一ℓ

の
テ
ル
モ
ス
、
弁

当
や
そ
の
他
諸
々
を
ザ
ッ
ク
に

詰
め
て
い
ま
し
た
。
私
の
ザ
ッ

ク
は
十
ｋ
ｇ
前
後
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。 

白
谷
沢
登
山
口
ま
で
約
２

０
分
、
登
山
口
か
ら
２
０
～
３

０
分
ほ
ど
歩
い
て
い
く
と
沢
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
は
な

だ
ら
か
な
上
り
斜
面
で
「
少
し

疲
れ
た
」
と
思
う
程
度
で
し
た
。

登
山
中
、
腹
式
呼
吸
を
心
が
け

な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。
疲
労
が

増
す
と
呼
吸
は
速
拍
し
ま
す
。

し
か
し
腹
式
呼
吸
で
ゆ
っ
く
り

呼
吸
す
る
こ
と
を
心
が
け
る
と
、

疲
労
感
が
少
な
い
と
い
う
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。
し
か
し
脈

拍
を
測
定
す
る
と
通
常
は
７
０

回
／
分
台
で
す
が
１
１
０
回
／

分
く
ら
い
ま
で
上
昇
し
て
い
ま

し
た
。
数
年
前
ま
で
の
私
の
脈

拍
は
、
こ
こ
ま
で
早
く
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
以
前

よ
り
体
力
は
低
下
し
て
い
ま
し

た
。 途
中
、
１
５
ｋ
ｇ
の
ザ
ッ
ク

を
背
負
っ
て
歩
く
ボ
ッ
カ
体
験

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
自

分
の
ザ
ッ
ク
が
１
０
ｋ
ｇ
程
度

だ
っ
た
た
め
か
最
初
は
余
裕
で

歩
い
て
い
ま
し
た
が
、
上
り
斜

面
か
ら
階
段
に
差
し
か
か
っ
た

頃
か
ら
体
力
の
消
耗
を
感
じ
ま

し
た
。
腹
式
呼
吸
を
心
が
け
て

い
た
た
め
、
あ
ま
り
息
は
上
が

っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

階
段
の
一
段
に
足
が
上
が
ら
な

く
な
り
ま
し
た
。
何
度
か
講
師

の
方
に
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 た
だ
重
い
ザ
ッ
ク
を
背
負

う
こ
と
だ
け
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
は
な
く
、
自
身
の
体
力
を
知

っ
た
う
え
で
バ
ラ
ン
ス
の
要
領

を
把
握
す
る
こ
と
が
安
全
な
登

山
に
直
結
す
る
の
だ
と
学
び
ま

し
た
。
そ
し
て
講
師
の
方
に
「
も

う
す
ぐ
山
頂
」
と
励
ま
さ
れ
な

が
ら
必
死
に
登
り
、
よ
う
や
く

山
頂
に
つ
き
ま
し
た
。
や
は
り
、

何
と
も
言
え
な
い
、
こ
の
「
達

成
感
」
は
人
間
を
成
長
さ
せ
る

も
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

山
頂
で
は
休
憩
と
写
真
撮
影
を

終
え
て
下
山
し
ま
し
た
。 

下
山
途
中
、
私
は
下
腿
に
異

常
を
感
じ
ま
し
た
。
「
肉
離
れ
」

に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
下
腿
の
筋
肉
に
力

が
入
り
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
の

を
自
覚
し
ま
し
た
。 

班
の
方
々
に
迷
惑
に
な
る

と
申
し
訳
な
い
と
い
う
思
い
で

少
し
我
慢
し
ま
し
た
が
、
早
い

う
ち
に
言
っ
て
お
か
な
い
と
更

に
迷
惑
に
な
る
と
思
い
言
い
ま

し
た
。
班
の
皆
さ
ん
は
、
迷
惑

ど
こ
ろ
か
、
皆
で
休
憩
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。
飴
な
ど
を
い
た

だ
い
た
り
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
り
・
・
・
・
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
を
実
感

し
、
涙
が
出
そ
う
に
な
り
ま
し

た
。 そ
ん
な
班
の
仲
間
と
講
師

の
方
々
に
助
け
ら
れ
て
復
活
し

ま
し
た
。 

棒
ノ
折
山
の
下
山
ル
ー
ト

は
長
く
、
「
い
つ
下
山
で
き
る

の
か
・
・
」
と
思
い
な
が
ら
歩

き
ま
し
た
。
講
師
の
方
は
「
あ

と
七
分
」
「
あ
と
５
分
」
と
励

ま
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
し

か
し
。
５
分
た
っ
て
も
７
分
た

っ
て
も
ゴ
ー
ル
に
な
ら
ず
、「
１

分
っ
て
こ
ん
な
に
長
か
っ
た
っ

け
？
」
と
何
度
も
思
い
ま
し
た

が
、
や
っ
と
下
山
で
き
ま
し
た
。 

挫
折
し
な
い
よ
う
に
配
慮

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
講
師
の

方
々
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
下
山
し
、
更
な
る
達
成

感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
回
の
講
習
で
、
現
在
の

自
分
自
身
の
体
力
と
精
神
力
を

知
る
と
い
う
こ
と
は
必
須
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
何
度
も
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
自
分

の
体
力
だ
け
で
は
な
く
、
一
緒

に
登
山
し
て
い
る
仲
間
の
体
調

に
も
配
慮
で
き
る
余
裕
を
持
つ

こ
と
が
、
安
全
に
登
山
を
行
う

上
で
重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
講
習
も
、

今
回
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か

し
な
が
ら
更
に
頑
張
っ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。
ご
指
導
し
て

く
だ
さ
っ
た
講
師
の
方
々
に
深

く
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 

埼
玉
労
山
登
山
学
校
十
五
期
生 

登
攀
ク
ラ
ブ
岩
つ
ば
め 

 
 
 
 
 
 
 

水
越
礼
子
記 

         

登山学校 第３回講座 

「山での救急法」 

  ８月７日（土）机上 

  ８月８日（日）実技 

奥武蔵・日和田山 

   無事 終了しました。 
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□   第１６１号   ２０１０年  ８月 １１日（水）発行                  埼  玉  労  山   

【
第
２
回
岩
ネ
ッ
ト
に 

参
加
し
て
】 

わ
ら
び
山
の
会 

貝
田 

久 

 

 

前
日
に
関
東
地
方
の
梅
雨
が

明
け
い
き
な
り
の
猛
暑
の
中
、

今
月
の
岩
ネ
ッ
ト
は
真
夏
の
太

陽
の
下
で
沢
登
り
を
楽
し
ん
で

き
た
。 

 

土
曜
日
の
夕
方
、
西
浦
和
駅

に
参
加
者
が
集
合
し
定
刻
に
車

で
出
発
。
パ
ー
テ
ィ
ー
と
し
て

は
、
岩
ネ
ッ
ト
担
当
の
軽
部
理

事
と
「
浦
和
山
の
会
」
の
水
谷

氏
の
両
ベ
テ
ラ
ン
が
今
回
初
め

て
沢
登
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

三
名
を
指
導
す
る
形
に
な
っ
た
。 

午
後
７
時
前
に
は
本
日
の
幕
営

地
で
あ
る
深
山
ダ
ム
に
到
着
。

夕
食
を
と
り
な
が
ら
山
の
話
も

弾
み
大
い
に
盛
り
上
が
り
つ
つ

も
、
軽
部
理
事
か
ら
は
「
沢
登

り
は
あ
く
ま
で
も
本
チ
ャ
ン
な

の
だ
か
ら
絶
対
に
ゲ
レ
ン
デ
と

同
じ
感
覚
で
登
る
な
」
と
の
注

意
に
加
え
、
幾
つ
か
の
具
体
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
。 

翌
朝
は
六
時
に
出
発
。
す
で
に

空
は
快
晴
の
状
態
で
カ
ン
カ
ン

照
り
の
一
日
を
予
感
さ
せ
る
。 

一
時
間
ほ
ど
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の

後
、
井
戸
沢
出
合
い
に
到
着
。

梅
雨
の
最
後
の
大
雨
の
た
め
例

年
よ
り
水
量
が
多
い
と
の
こ
と

な
の
で
早
速
装
備
を
つ
け
、
水

谷
氏
を
先
頭
に
い
よ
い
よ
遡
行

開
始
。
な
お
水
谷
氏
に
は
こ
の

日
下
山
ま
で
ず
っ
と
ト
ッ
プ
で

パ
ー
テ
ィ
ー
を
リ
ー
ド
し
て
頂

い
た
。
感
謝
。 

 

途
中
二
度
ロ
ー
プ
を
使
用
し

た
が
、
順
調
に
高
度
を
か
せ
ぎ

詰
め
へ
と
向
か
う
。
沢
の
水
温

も
冷
た
過
ぎ
ず
、
炎
天
下
の
登

攀
で
火
照
っ
た
身
体
を
冷
や
す

の
に
ち
ょ
う
ど
良
い
感
じ
だ
。 

ま
た
、
迫
力
あ
る
滝
の
眺
め
に

加
え
、
時
折
開
け
る
前
後
の
展

望
も
素
晴
ら
し
い
。 

 

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
に
よ
る
と

こ
の
井
戸
沢
は
初
心
者
で
も
十

分
に
楽
し
め
る
ル
ー
ト
と
し
て

紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、

確
か
に
沢
登
り
の
楽
し
い
要
素

ば
か
り
が
凝
縮
さ
れ
た
ル
ー
ト

と
言
っ
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
私

を
含
む
沢
デ
ビ
ュ
ー
三
人
組
も

す
っ
か
り
沢
の
魅
力
に
は
ま
っ

て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。 

 

水
が
涸
れ
る
と
稜
線
ま
で
ガ

レ
場
の
直
登
と
な
る
が
、
そ
ろ

そ
ろ
時
刻
も
正
午
近
く
、
日
差

し
、
気
温
と
も
に
ピ
ー
ク
と
な

り
、
正
直
か
な
り
き
つ
い
。
沢

の
冷
た
い
水
が
恋
し
い
。 

し
か
し
先
頭
の
水
谷
氏
の
「
着

い
た
ぞ
～
」
の
声
に
元
気
づ
け

ら
れ
最
後
の
一
踏
ん
張
り
。
ぴ

っ
た
り
正
午
に
稜
線
上
の
登
山

道
に
到
着
。
全
員
で
こ
こ
ま
で

の
ル
ー
ト
に
話
を
弾
ま
せ
な
が

ら
昼
食
を
と
っ
た
後
、
下
山
を

開
始
し
た
。 

今
回
の
計
画
を
立
て
て
頂
い
た

軽
部
理
事
を
は
じ
め
参
加
者
の

皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
！ 

 

次
回
の
岩
ネ
ッ
ト
は
八
月
二

十
二
日
（
日
）
、
沢
ネ
ッ
ト
と

合
同
で
奥
秩
父
・
ナ
メ
ラ
沢
で

の
沢
登
り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

（
浦
和
山
の
会 

井
上 

記
） 

   

４
０
年
ほ
ど
前
、
わ
ら
じ
を

履
い
て
丹
沢
の
沢
を
登
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
私
の
中
で

は
そ
ん
な
経
験
は
と
っ
く
に
リ

セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
て
、
今
回
は

ほ
と
ん
ど
初
め
て
の
沢
登
り
と

な
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
や
本
で
勉
強
。
次
に
、

装
備
を
揃
え
ま
し
た
。
新
し
く

購
入
し
た
の
は
、
沢
シ
ュ
ー

ズ
・
沢
靴
下
・
沢
ス
パ
ッ
ツ
。

最
近
は
良
い
も
の
が
あ
る
こ
と

に
驚
き
、
ま
た
安
心
も
で
き
ま

し
た
。 

 

１
７
日
、
１
６
時
に
西
浦
和

を
車
で
出
発
。
那
須
エ
リ
ア
に

入
っ
た
頃
夕
立
に
遭
い
ま
し
た

が
、
無
事
深
山
ダ
ム
サ
イ
ト
の

沼
原
発
電
所
展
示
館
駐
車
場
に

到
着
、
幕
営
準
備
。
と
こ
ろ
が
、

出
る
は
ず
の
水
道
が
出
ま
せ
ん
。

水
道
も
「
仕
分
け
」
の
対
象
に

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
…
。
小

雨
が
ぱ
ら
つ
い
て
い
ま
し
た
が
、

テ
ン
ト
の
中
で
は
暑
い
の
で
外

で
夕
飯
を
。
お
酒
も
お
い
し
く

山
の
夜
を
堪
能
し
ま
し
た
。 

 

翌
朝
は
快
晴
、
鳥
の
声
に
目

覚
め
テ
ン
ト
撤
収
、
朝
食
の
後
、

車
で
出
発
。
車
止
め
ゲ
ー
ト
か

ら
は
ひ
た
す
ら
歩
き
ま
し
た
。

夕
べ
の
飲
み
過
ぎ
を
反
省
し
な

が
ら
、
三
斗
小
屋
宿
跡
に
到
着
。

も
う
少
し
行
っ
た
と
こ
ろ
で
、

井
戸
沢
の
出
合
い
で
す
。
河
原

で
沢
装
備
を
着
け
、
い
よ
い
よ

沢
に
入
り
ま
す
。
先
頭
の
水
谷

さ
ん
、
最
後
尾
の
軽
部
さ
ん
に

挟
ま
れ
て
、
３
人
の
「
沢
デ
ビ

ュ
ー
組
」
が
緊
張
し
な
が
ら
歩

を
進
め
ま
し
た
。
沢
シ
ュ
ー
ズ

も
足
に
馴
染
ん
だ
頃
、
砂
防
ダ

ム
が
で
て
き
て
懸
垂
下
降
で
す
。

小
さ
な
段
差
を
い
く
つ
か
越
え
、

さ
ら
に
進
む
と
１
５
ｍ
「
末
広

が
り
の
滝
」
の
登
場
で
す
。
右

側
の
巻
道
を
水
谷
さ
ん
が
登
り

ロ
ー
プ
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
滝
の
上
か
ら

は
藪
こ
ぎ
で
沢
に
お
り
ま
す
。

前
月
の
四
阿
山
で
痛
め
た
膝
も
、

冷
た
い
水
の
爽
快
感
を
得
て
何

と
か
持
ち
こ
た
え
ら
れ
そ
う
で

す
。
輝
く
緑
と
そ
の
間
か
ら
見

え
る
真
っ
青
な
空
が
励
ま
し
て

く
れ
ま
す
。
い
く
つ
も
大
小
の

滝
を
登
り
、
ふ
り
返
る
と
沼
原

の
池
が
見
下
ろ
せ
る
高
さ
に
ま

で
登
っ
て
い
ま
し
た
。
シ
ャ
ワ

ー
ク
ラ
イ
ム
の
場
所
や
、
ナ
メ

状
の
と
こ
ろ
も
あ
り
、
局
面
ご

と
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
高
度
を
上
げ
る
に
し
た

が
っ
て
流
れ
は
狭
く
な
り
、
両

側
の
斜
面
に
は
、
今
に
も
落
ち

そ
う
な
岩
が
へ
ば
り
つ
い
て
い

ま
す
。
沢
登
り
は
常
に
落
石
に

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
沢

を
詰
め
笹
の
急
斜
面
を
登
り
切

っ
て
、
つ
い
に
稜
線
の
登
山
道

に
出
た
と
き
の
達
成
感
は
格
別

で
し
た
。
沢
装
備
を
解
き
、
尾

根
伝
い
に
大
峠
ま
で
下
り
る
コ

ー
ス
は
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
が
咲

き
、
多
く
の
登
山
者
が
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。 

 

資
料
に
よ
る
と
、
井
戸
沢
は

総
合
グ
レ
ー
ド
２
級
と
な
っ
て

い
ま
す
。
私
に
は
と
て
も
面
白

く
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
体
験
で
し

た
。
夏
山
の
も
う
一
つ
の
魅
力

で
あ
る
沢
登
り
に
ふ
れ
る
こ
と

の
で
き
た
井
戸
沢
で
し
た
。
岩

ネ
ッ
ト
の
軽
部
さ
ん
、
水
谷
さ

ん
と
同
行
者
の
長
岡
さ
ん
、
井

上
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。 

 
 

                

第
二
回 

岩
ネ
ッ
ト 

山
行
報
告 

期
日 

七
月
十
七
日
（
土
）
～
十
八
日
（
日
）
快
晴 

 
場
所 

那
須
・
那
珂
川
水
系
苦
土
川
・
井
戸
沢 
参
加 
浦
和
山
の
会(

四
名)

わ
ら
び
山
の
会(

一
名)
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加
盟
団
体
の
動
き 

 
 
 
 
 
 

中
部
ブ
ロ
ッ
ク 

 

北
本
山
の
会 

 

会
創
立
以
来
、
今
年
で
十

一
年
目
を
迎
え
、
軽
い
ハ
イ
キ

ン
グ
か
ら
縦
走
、
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
、
海
外
遠
征
ま
で
幅
広
い
活

動
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
定
例

会
は
北
本
文
化
セ
ン
タ
ー
で
月

一
回
、
教
育
訓
練
山
行
で
は
地

図
読
み
や
安
全
教
育
、
岩
場
や

雪
山
の
歩
き
方
等
も
実
施
、
他

に
交
流
山
行
等
も
計
画
し
て
い

ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス
と
年
報
「
友

登
」
を
発
行
。 

 
 

Ｈ
Ｐ
で
は
会
員
募
集
も
兼
ね

て
会
活
動
・
情
報
を
幅
広
く
市
民

に
公
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か

ら
先
に
行
な
わ
れ
た
地
図
読
み

山
行
の
報
告
を
し
て
会
の
紹
介

と
し
ま
す
。（
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
参
照
） 

 

松
生
山
（
読
図
講
習
会
Ⅱ
） 

 

六
月
五
日 

 

読
図
講
習
も
今
年
で
７
回

目
と
な
っ
た
が
、
成
果
は
思
わ

し
く
な
い
よ
う
だ
。
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
地
形
図
と
コ
ン
パ

ス
の
使
い
方
に
重
点
を
置
き
す

ぎ
た
こ
と
に
一
因
が
あ
る
よ
う

な
気
が
し
て
き
た
。
そ
こ
で
、

今
回
は
現
場
の
情
報
を
直
感
的

に
捉
え
る
こ
と
に
重
き
を
置
き
、

地
形
図
は
そ
れ
ら
の
情
報
を
確

認
す
る
た
め
の
補
助
用
具
と
す

る
こ
と
を
試
み
た
。
動
物
的
感

を
呼
び
起
こ
し
、
こ
れ
を
磨
く

こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ

ま
で
は
現
地
で
手
渡
さ
れ
た
地

形
図
を
単
に
お
守
り
の
ご
と
く

に
持
っ
て
歩
い
て
い
た
こ
と
に

も
問
題
あ
り
と
思
い
、
地
形
図

を
そ
れ
ぞ
れ
が
パ
ソ
コ
ン
を
使

っ
て
自
力
で
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

す
る
こ
と
を
勧
め
て
み
た
。 

 

こ
れ
ら
が
功
を
奏
し
た
か
、

今
回
の
結
果
は
以
前
よ
り
格
段

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
み
ら
れ
た

よ
う
な
気
が
す
る
。 

 

山
行
は
２
回
に
分
け
て
実
施

し
た
が
、
１
回
目
は
現
地
の
天

気
が
思
わ
し
く
な
く
日
帰
り
温

泉
施
設
の
休
憩
室
を
借
り
て
の

机
上
講
習
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

２
回
目
の
今
回
、
ル
ー
ト
は

最
近
整
備
さ
れ
た
松
生
山
の
笹

平
コ
ー
ス
を
選
ん
だ
。
整
備
さ

れ
た
と
は
い
え
、
登
山
口
は
分

か
り
に
く
い
。
一
本
道
だ
が
何

箇
所
か
間
違
え
か
ね
な
い
枝
尾

根
が
あ
り
、
立
ち
止
ま
っ
て
確

認
作
業
を
行
い
な
が
ら
無
事
に

長
い
コ
ー
ス
を
歩
き
終
え
た
。 

さ
ら
に
、
こ
の
結
果
を
ふ
ま

え
、
読
図
実
践
山
行
と
し
て
、

次
週
、
丹
沢
山
系
大
室
山
・
加

入
道
山
へ
道
志
側
か
ら
の
挑
戦

を
計
画
し
て
い
る
。 

報
告
：
関
根
謙
一 

    

      

こ
の
夏
山
か
ら 

 
 

                                   

                         

           

                                    

 

         

 

 

 

山歩きをしていて、今までに野山で良く 

目にするなじみの深い草だが、初めてその 

刺になにげなく触れただけで、物凄い激痛 

が一日中続き本当にビックリしました。 

痺れに近い感もあり、何時までも痛い。 

調べてみると食用にも、また繊維は糸にな 

るとある不思議な草です。 

日本の各地、朝鮮半島、中国に分布し、 

杉林や湿った沢沿いなどに生え、高さは 40～ 

80 センチにもなり、葉は広卵形で先端が尖 

り、縁には鋸葉があり互生します。 

茎や葉には刺毛が生え、これに触れると強 

い痛みを感じます。 

7 月～10 月頃、茎の上部に長い雌花序、 

それより下部に雄花序をつけます。 

東北地方では山菜の女王「あいこ」と呼ばれクセもなく、若芽がお浸しや 

和え物などに食されます。 

             ハイキング委員会  佐藤久子 

みやまいらくさ（深山刺草） 

 

2010 年 各会の夏山計画情報 

＊三郷山の会 

 7/3～7/5 南蔵王・縦走７名 

 7/11   磐梯山（バスハイク） ２０名 

7/17～19 南ア、白根三山     ８名 

7/18～20 南ア・黒戸尾根～甲斐駒 ２名 

8/13～15 北ア・鹿島槍～針ノ木岳 

8/13～16 北ア・奥穂高～西穂高 

＊こまくさ山の会（追加） 

 8/21～22 越後駒ガ岳 

＊大宮勤労者山岳会（追加） 

 7/ 5～７ 南ア・北岳 

 7/16～19  下田山塊、北ア・笠ガ岳打込谷 

＊秩父アルペン（追加） 

 8/28～29  白砂山   ＊寄贈会報より 

 

残暑お見舞い申し上げます 

平成２２年 盛夏 
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理
事
会
報
告 
第
五
回
理
事
会
（
合
宿
）
が
七
月

三
一
日(

土)

水
上
・ 

葉
留
日
野

山
荘
に
て
六
名
の
出
席
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

＊
委
員
会
等
活
動
報
告
・
計
画 

【
全
国
連
盟
活
動
】 

・
東
京
都
連
盟
・
事
故
情
報 

6
/
2
0

御
座
山
単
独
登
山
行
方
不

明
。
そ
の
後
の
捜
索
協
力
で
も
手

掛
か
り
な
し
。 

7
/
2
5
 

奥
秩
父
ブ
ド
ウ
沢
（
沢
ネ

ッ
ト
）
転
落
事
故
と
救
助
要
請
の

防
災
ヘ
リ
墜
落
事
故
。
ま
た
取
材

記
者
の
遭
難
事
故
と
三
重
遭
難

に
つ
い
て
。 

【
機
関
紙
】1

6
1

号
原
稿
依
頼
し

印
刷8

/
1
4

予
定 

【
女
性
】6

/
2
6
-
2
7

…
全
国
女
性

担
当
者
会
議
参
加
。 

【
ハ
イ
キ
ン
グ
】9

/
1
8
-
1
9

全
国

ハ
イ
キ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
学
校
の

案
内
と
参
加
者
募
集
中
。 

 

【
自
然
保
護
】
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク 

集
計
報
告 

【
海
外
】
中
国
大
姑
娘
山

5
0
2
5

ｍ
（ﾊ

ﾟ
ｰ
ｸ
ﾆ
ﾔ
ﾝ

）
…
三
郷
山
の
会

５
名
（
男
２
名
・
女
３
名
）
。 

【
組
織
】
全
国
組
織
会
議
か
ら
！ 

会
員
減
少
で
財
政
が
き
び
し
く

な
っ
た
大
阪
労
山
各
理
事
が
会

員
拡
大
運
動
を
展
開
．
参
考
に
。 

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
会
員
拡

大
ア
ピ
ー
ル
②
会
・
ク
ラ
ブ
を
充

実
さ
せ
る
。
イ
）
地
域
の
登
山
愛

好
者
と
の
交
流
ハ
イ
キ
ン
グ
実

施 

ロ
）
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に

会
・
ク
ラ
ブ
等
が
積
極
的
に
参
加

し
、
会
員
拡
大
を
す
る 

【
教
育
遭
難
対
策
】10

/
2
-
3
 

第

１
２
回
全
国
遭
難
対
策
担
当
者

会
議
に
参
加
予
定
。 

【
救
助
隊
】7/

1
2
 

沢
技
術
学
習

会
（
パ
ル
コ9

F

） 

７/
2
5
 

沢

の
搬
出
訓
練
…
稲
村
岩
付
近
の

沢
に
て
チ
ロ
リ
ア
ン
ブ
リ
ッ
ジ

の
シ
ス
テ
ム
作
り
、「
引
き
上
げ
」

「
引
き
下
ろ
し
」
の
訓
練
を
す
る

予
定
が
メ
ン
バ
ー
が
足
り
ず
、
鷹

ノ
巣
谷
遡
行
と
変
更
と
な
っ
た
。 

【
登
山
学
校
】 

第
２
回
「
登
山
と
運
動
生
理
学
」

7
/
3

机
上
：
カ
ル
タ
ス
ホ
ー
ル 

7
/
4

実
技
：
棒
ノ
折
山 

3
7
名 

第
３
回
「
山
で
の
救
急
法
」 

8
/
7

机
上
：
カ
ル
タ
ス
ホ
ー
ル
・ 

8
/
8

実
技
：
日
和
田
山 
2
9

名 

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】
各
専
門
委
員

会
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
積
極
的

に
活
用
し
、
更
新
を
め
ざ
す
取
り

組
み
を
す
る
。 

【
岩
ネ
ッ
ト
】7

/
1
7
-
1
8
 

那

須
・
井
戸
沢 

5

名
参
加
予
定 

【
沢
登
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】8

/
9
 

準
備
会
：
パ
ル
コ
９F

1
9
:
3
0

～
、

8
/
2
2
 

奥
秩
父
ナ
メ
ラ
沢 

 

チ
ー
ム
編
成
に
つ
い
て
検
討 

【
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
】 

西
部
＝9

/
2

会
議
、1

1
/
2
1
 

交

流
ハ
イ
ク
計
画
。 

南
部
＝8

/
1
9

会
議 

秋
の
交
流

山
行
計
画
中
。 

＊
議 

題 
 

①
第
１
回
評
議
会
・
総
括
！ 

・
個
人
会
員
制
度
の
概
要
に
つ
い

て
「
た
た
き
台
」
の
作
成
（
別
紙
） 

 
 
 

―
木
阪
事
務
局
長
作
成
― 

評
議
会
で
「
全
国
連
盟
資
料
は
わ

か
り
難
く
会
員
に
説
明
し
に
く

い
。
も
っ
と
簡
素
化
し
て
」
と
の

指
摘
か
ら
ま
と
め
て
頂
き
ま
し

た
。
内
容
、
骨
子
表
現
の
確
認･
･
･

問
題
な
し
。 

＊
個
人
会
員
制
度
は
全
国
連
盟

の
動
き
を
見
な
が
ら
、
県
連
と
し

て
も
検
討
す
る
方
向
で
考
え
る
。

登
山
学
校
の
ご
尽
力
と
Ｈ
Ｐ
等

の
充
実
で
会
員
が
徐
々
に
増
え

て
い
る
。 

・
加
盟
団
体
の
評
議
会
参
加
が
少

な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て 
＊
埼
玉
労
山
を
考
え
る
と
会
・
ク

ラ
ブ
等
で
積
極
的
に
会
員
拡
大

を
し
て
い
る
会
を
県
連
で
支
援

す
る
。 

②
安
全
登
山
講
演
会
に
つ
い
て 

期
日 

1
1

月2
8

日
（
日
）P

M
 

場
所 

：
西
与
野
コ
ミ
二
テ
ィ
ー

ホ
ー
ル 

講
師
：
齋
藤 

繁 

教
授 

１
０
０
名
規
模
、
講
師
の
交
通
費
、

謝
礼
等
、
パ
ン
フ
作
成
は
遭
難
防

止
・
安
全
教
育
担
当
（
尾
手
） 

③
そ
の
他 

『
労
山
五
十
周
年
記
念
講
演
会
』

期
日
：1

0

月9

日
（
土
） 

1
2
:
3
0

開
場1

3
:
0
0

～1
6
:
0
0
 

会
場
：
宮
城
生
協
文
化
会
館
ウ
ィ

ズ
（
仙
台
駅
～
八
乙
女
駅 

地
下

鉄
約
１
５
分
） 

参
加
費
：
（
資
料
代
）
５
０
０
円 

内
容
：
田
部
井
淳
子
さ
ん
の
お
話

「
世
界
の
山
々
を
め
ざ
し
て
、
私

の
生
き
方
」
、
労
山
女
性
委
員
会

ミ
ニ
講
座
「
元
気
で
山
登
り
」
山

の
歌
声
、
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操 

申
し
込
み
先
：
女
性
委
員
会 

久
保
典
子
（
新
座
山
の
会
）
、 

廣
岡
美
恵
子
（
ビ
ス
タ
ー
リ
）

締
め
切
り
：8

/
3
1

ま
で 

『
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
交
流
会
』

9
/
2
5
-
2
6
 

山
梨
清
里 

 

二
日
目
：
八
月
一
日
（
日
）
は
快

晴
の
中
、
上
州
武
尊
山
に
登
っ
て 

来
ま
し
た
。 

(

コ
ー
ス
タ
イ
ム)

 

5
:
3
0

起
床
、6:

3
0

山
荘
出
発
、

武
尊
神
社
登
山
口

7
:
1
0

、
頂
上

1
1
:
5
0

－1
2
:
5
0

、
武
尊
神
社
登
山

口
下
山1

6
:
2
3
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
上
。 

 
 
 
 

高
橋
、
武
笠 

 

記 

   

 

 

【
編
集
後
記
】
本
格
的
な
夏
の
季
節

を
迎
え
、
酷
暑
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
に
暑

い
日
が
毎
日
続
き
、
職
場
は
快
適
？
で

も
家
に
帰
れ
ば
健
康
志
向
・
冷
え
性
の

家
族
に
ク
ー
ラ
ー
や
扇
風
機
の
稼
働
率

も
悪
く
、
お
ま
け
に
夏
は
暑
く
汗
を
か

く
の
は
あ
た
り
ま
え
と
言
わ
れ
、
寝
苦

し
い
毎
日
に
つ
い
水
分
の
補
給
と
称
し

て
ア
ル
コ
ー
ル
や
清
涼
飲
料
水
を
が
ぶ

飲
み
！ 

避
暑
地
（
居
酒
屋
）
に
い
り

び
た
り
の
不
健
康
な
生
活
を
過
ご
し
て

い
る
よ
う
な
気
も
し
て
・
・
・
。 

澤 

 

 

 

 

来年度カレンダーが発行されます。  

 申込は例年通り、各会で 

１部 1200 円(1000 円) 

 埼玉版 募集パンフです。 


